
2022 年度 自己点検・評価報告書                       様式１－２ 
 

 
 
 
 

動物実験に関する自己点検・評価報告書 

 

大阪青山大学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2023 年 7 月 

 
 
 



2022 年度 自己点検・評価報告書                       様式１－２ 
 

 

  1  

Ⅰ．規程及び体制等の整備状況 
 
１．機関内規程 
１）評価結果 
 □ 基本指針に適合する機関内規程を定めている。 
 ☑ 機関内規程を定めているが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 機関内規程を定めていない。 
２）自己点検の対象とした資料 
   研究機関等における動物実験等の実施に関する基本方針（平成１８年文部科学省告示７１号） 
   大阪青山大学動物実験規程 
   大阪青山大学実験動物の飼養保管マニュアル 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
   環境省の「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」（以下「飼養保管基準」と 

いう 。）と文部科学省の「研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針」（以下「基本

指針」と いう 。）に則り、大阪青山大学動物実験規程、同実験動物の飼養保管マニュアルが定め

られているが、最新の飼養保管基準及び基本指針の内容に合致していない。 
４）改善の方針、達成予定時期 
   動物実験規程及び実験動物の飼養保管マニュアルを本年度中に改正する。 

 
２．動物実験委員会 
１）評価結果 
 ☑ 基本指針に適合する動物実験委員会を設置している。 
 □ 動物実験委員会を設置しているが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 動物実験委員会を設置していない。 
２）自己点検の対象とした資料 
   研究機関等における動物実験等の実施に関する基本方針（平成１８年文部科学省告示７１号） 
   大阪青山大学動物実験規程 
   学長名の委員発令通知書（各種委員会員名簿の開示により委嘱・任命の辞令としている） 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
   飼養保管基準及び基本指針に適合した動物実験委員会が置かれている。 
４）改善の方針、達成予定時期 
   なし 

 
３．動物実験の実施体制 
１）評価結果 
 ☑ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制を定めている。 
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 □ 動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 動物実験の実施体制を定めていない。 
２）自己点検の対象とした資料 

研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針（平成１８年文部科学省告示７１号） 
大阪青山大学動物実験規程(第３章第１５条に遵守事項を規定)、大阪青山大学動物実験計画（更

新）申請書・動物実験計画書・共同研究者名簿・研究概要（プロトコール）、動物実験計画変更

承認申請書、動物実験終了（中止）報告書、動物実験実施状況（結果）報告書、飼養保管施設

設置（変更）承認申請書、実験室設置承認（変更）申請書、施設等（飼養保管施設・動物実験 
室）廃止届、飼養保管状況報告書様式 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
動物実験の実施に必要な動物実験規程及び各種申請書様式が適正に定められている。 

４）改善の方針、達成予定時期 
   なし 

 
４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 
１）評価結果 
□ 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めている。 
□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 
□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めていない。 
☑ 該当する動物実験を行っていないので、実施体制を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 
研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針（平成１８年文部科学省告示７１号） 
大阪青山大学動物実験規程(第３章第１５条に遵守事項を規定) 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
   現在のところ安全管理を要する動物実験を行う施設がなく実施の予定もない。 
４）改善の方針、達成予定時期 
   なし 

 
５．実験動物の飼養保管の体制 
１）評価結果 
 □ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。 
 ☑ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
   大阪青山大学動物実験規程、飼養保管施設設置（変更）承認申請書、実験室設置承認（変更）

申請書、施設等（飼養保管施設・動物実験室）廃止届、実験動物の飼養保管マニュアル 
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３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
   飼養保管施設等の設置と廃止に関する要件が規程等に定められており、確認に必要な各種書式

等も適正に定められている。また、飼養保管施設の標準作業手順書として実験動物の飼養保管マ

ニュアルが定められている。飼養保管施設の管理体制について、当初申請の承認（平成 23 年 11
月 22 日）をそのまま踏襲し、管理者：健康科学部長、実験動物管理者：動物実験責任者、飼養

者：動物実験責任者としている。 
４）改善の方針、達成予定時期 

実験動物管理者を指名することとし、本年度中に飼養保管施設設置の承認（変更）申請を行う。 
 
６．その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果） 
   なし 
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Ⅱ．実施状況 
 
１．動物実験委員会の活動状況 
１）評価結果 
 ☑ 基本指針に適合し、適正に機能している。 
 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
   大阪青山大学動物実験規程、動物実験計画申請書、委員会議事録及び承認番号の通知書、実験

室設置承認（変更）申請書、動物実験終了(中止)報告書及び実施状況（結果）報告書 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
   大阪青山大学動物実験規程に基づき、学長の諮問機関として委員会を開催し、動物実験計画申

請書及び関連事項に関して審議した。 
４）改善の方針、達成予定時期 
   なし 

 
２．動物実験の実施状況 
１）評価結果 
 ☑ 基本指針に適合し、適正に動物実験を実施している。 
 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
   令和４年度動物実験計画申請等の承認通知書、同動物実験倫理委員会の審議結果、令和４年度

動物実験の自己点検票（様式 2-1） 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
   動物実験計画書を審査し、学長の承認を得るとともに、動物実験結果報告書と動物実験自己点

検票により動物実験の実施状況を把握した。 
４）改善の方針、達成予定時期 
   なし 

 
  
３．安全管理に注意を要する動物実験の実施状況 
１）評価結果 
 □ 基本指針に適合し、当該実験を適正に実施している。 
 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
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 ☑ 該当する動物実験を行っていない。 
２）自己点検の対象とした資料 

研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針（平成１８年文部科学省告示７１号）、 
大阪青山大学動物実験規程(第３章に動物実験等の実施を規定)、動物実験計画申請書 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
上記各資料の検証 

４）改善の方針、達成予定時期 
   なし 

 
４．実験動物の飼養保管状況 
１）評価結果 
 □ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 
 ☑ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 

 実験動物の飼養保管マニュアル、令和４年度実験動物飼養保管状況の自己点検票（様式 2-2） 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
   入退室管理及び飼育環境データ等の記録が作成保存されていない。 
４）改善の方針、達成予定時期 
   実験動物の飼養保管マニュアルに基づく記録等の整備を本年度中に完了する。 

 
５．施設等の維持管理の状況 
１）評価結果 
 ☑ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に維持管理している。 
 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 

飼養保管施設設置承認申請書、令和４年度実験動物飼養保管状況の自己点検票（様式 2-2）    
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
   施設の設置時に動物実験規程が求める設置基準を満たしていることを委員会が確認しており、

空調設備の老朽化等はあるが、施設担当者による定例の確認と実験動物飼養保管状況の自己点検

票の提出によって、適正に維持管理されていることを把握している。 
４）改善の方針、達成予定時期 
   なし 

 
６．教育訓練の実施状況 
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１）評価結果 
 ☑ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 
 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 

学生実験の教育訓練参加者名簿 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
   上記各資料の検証と実験動物管理者及び動物実験責任者への確認 
４）改善の方針、達成予定時期 
   なし 

 
７．自己点検・評価、情報公開 
１）評価結果 
 □ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 
 ☑ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
   大阪青山大学動物実験に関する自己点検・評価報告書、実験動物の飼養保管状況、をホームペ

ージ「動物実験等に関する情報」で公開（https://www.osaka-aoyama.ac.jp/about/disclosure/） 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
   大学ホームページ「情報公開」に自己点検・評価報告書等の大阪青山大学における動物実験等

に関する情報を公開している。 
４）改善の方針、達成予定時期 
   施設の情報、前年度の実験計画承認件数、委員会構成の公表を本年度中に実施する。 

 
８．その他 
（動物実験の実施状況において、機関特有の点検・評価事項及びその結果） 
  なし 
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